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試みているのである。   
本論文にも限界がないわけではない。本研究は、植民地朝鮮の社会的・文化的分野で影響力
ある立場にいたために非難されている人物に限定して論じ、地方の行政官や警官など、注
目すべき分野の親日派に関しては検討できなかった点を今後の課題として残している。ま
た著者が評価の対象として選んだ３人の韓国（朝鮮）人について、彼ら自身の思考の変化そのもの
は語られているが、それらが、親日活動とどのように結びついたかの分析が、十分行われたとは言
い難い。彼らの思考の変化を親日活動の背景分析に含んでいくことが本論文の課題の一つであ
る。 
このような課題は残るものの、申請者自身、これらの課題をよく理解しており、今後さらなる研究
を進めることを希望している。本論文の幅広い視点に基づく複合的なアプローチはコラボレーター
という難しいテーマを扱うにあたって申請者の研究者としての能力を十分に証明している。 
 
